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(57)【要約】
　受信ダイバーシチが切断されたときに、基地局との通信を継続させる。移動通信端末の
判定部によって、受信ダイバーシチを切断するための所定の切断要件を満たしたと判定さ
れた場合に、Digital base band circuitry２０の利得制御部は、切断の対象となるＲＦ 
receiver circuitry１０Ｂに含まれるＡＧＣ１４Ｂの利得を、一定の時間ごとに一定の値
ずつ減少させる。ＡＧＣ１４Ｂから出力される信号のレベルが０になった後に、受信ダイ
バーシチを切断する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の受信装置を有する受信ダイバーシチ機能搭載型の移動通信端末であって、
　受信ダイバーシチの切断要件を満たしたか否かを判定する判定手段と、
　前記受信装置により受信された信号の受信品質が低下するように制御する制御手段と、
を備え、
　前記制御手段は、前記判定手段によって前記切断要件を満たしたと判定された場合に、
切断の対象となる前記受信装置により受信された信号の受信品質を、一定の時間ごとに一
定の値ずつ低下させることを特徴とする移動通信端末。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記受信装置に含まれる増幅器の利得を制御し、前記判定手段によっ
て前記切断要件を満たしたと判定された場合に、切断の対象となる前記受信装置に含まれ
る増幅器の利得を、一定の時間ごとに一定の値ずつ減少させることを特徴とする請求項１
記載の移動通信端末。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記受信装置から出力された信号を合成し、前記判定手段によって前
記切断要件を満たしたと判定された場合に、切断の対象となる前記受信装置から出力され
た信号に対して、疑似雑音の信号レベルを一定の時間ごとに一定の値ずつ増大させながら
付加することを特徴とする請求項１記載の移動通信端末。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記受信装置から出力された信号を合成し、前記判定手段によって前
記切断要件を満たしたと判定された場合に、切断の対象となる前記受信装置から出力され
た出力信号に対して、当該出力信号の受信品質が一定の時間ごとに一定の値ずつ低下する
ように、重み行列を乗算することを特徴とする請求項１記載の移動通信端末。
【請求項５】
　複数の受信装置を有する受信ダイバーシチ機能搭載型の移動通信端末における受信ダイ
バーシチ切断方法であって、
　前記移動通信端末が、
　受信ダイバーシチの切断要件を満たしたか否かを判定する判定ステップと、
　前記受信装置により受信された信号の受信品質が低下するように制御する制御ステップ
と、を備え、
　前記制御ステップは、前記判定ステップにおいて前記切断要件を満たしたと判定された
場合に、切断の対象となる前記受信装置により受信された信号の受信品質を、一定の時間
ごとに一定の値ずつ低下させることを特徴とする受信ダイバーシチ切断方法。
【請求項６】
　前記制御ステップは、前記受信装置に含まれる増幅器の利得を制御し、前記判定ステッ
プにおいて前記切断要件が満たされたと判定された場合に、切断の対象となる前記受信装
置に含まれる増幅器の利得を、一定の時間ごとに一定の値ずつ減少させることを特徴とす
る請求項５記載の受信ダイバーシチ切断方法。
【請求項７】
　前記制御ステップは、前記受信装置から出力された信号を合成し、前記判定ステップに
おいて前記切断要件が満たされたと判定された場合に、切断の対象となる前記受信装置か
ら出力された信号に対して、疑似雑音の信号レベルを一定の時間ごとに一定の値ずつ増大
させながら付加することを特徴とする請求項５記載の受信ダイバーシチ切断方法。
【請求項８】
　前記制御ステップは、前記受信装置から出力された信号を合成し、前記判定ステップに
おいて前記切断要件が満たされたと判定された場合に、切断の対象となる前記受信装置か
ら出力された出力信号に対して、当該出力信号の受信品質が一定の時間ごとに一定の値ず
つ低下するように、重み行列を乗算することを特徴とする請求項５記載の受信ダイバーシ
チ切断方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の受信装置を搭載した移動通信端末および受信ダイバーシチ切断方法に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットが急速に普及し、情報の多元化や大容量化が進んでいる。これに
伴い、移動通信の分野でも高速無線通信を実現するための次世代無線アクセス方式につい
ての研究や開発が盛んに行われている。この次世代無線アクセス方式として、例えば、移
動通信端末（移動通信端末）の受信環境に応じてスループットが決まる適応変復調・誤り
訂正符号化（ＡＭＣ：Adaptive Modulation and channel Coding）を用いたＨＳＤＰＡ（
High Speed Downlink Packet Access）システムがある（図２参照）。このＨＳＤＰＡシ
ステムを用いると、スループットを飛躍的に向上させることが可能となる。しかしながら
、スループットを飛躍的に向上させるためには従来のＷ－ＣＤＭＡ技術に比して、より良
好な受信感度を有する移動通信端末が必要となる。
【０００３】
　移動通信端末の受信感度を良好にする技術の一つとして、移動通信端末に複数の受信装
置を実装させて複数のアンテナから入力された信号を合成・選択する受信ダイバーシチ技
術がある。下記特許文献１には、ダイバーシチ受信に関する技術が開示されている。
【０００４】
　ここで、従来の受信ダイバーシチ非搭載型の移動通信端末内で処理される信号の流れに
ついて、図５に示す移動通信端末の回路構成図を参照して説明する。まず、アンテナ８１
により受信された受信信号が、ＬＮＡ（Low Noise Amp；低雑音増幅器）８２によって、
ＲＦ（Radio Frequency）帯域のまま増幅される。次に、増幅された信号が、Down conver
ter（ダウンコンバータ）８３によってダウンコンバートされ、このダウンコンバートさ
れた信号が、ＡＧＣ（Automatic Gain Control；自動利得制御増幅器）８４によって線形
増幅される。次に、線形増幅された信号が、Quadrature detector（直交検波器）８５に
よって直交検波され、この直交検波された信号が、A/D converter（Ａ／Ｄコンバータ）
８６によってデジタル信号に変換される。その後、変換されたデジタル信号が、Digital 
base band circuitry（デジタルベースバンド回路）９０によって復調される。
【０００５】
　これに対して、図４に示す従来の受信ダイバーシチ搭載型の移動通信端末では、複数の
受信装置として、ＲＦ receiver circuitry８０Ａ，８０Ｂが備えられている。これらの
ＲＦ receiver circuitry８０Ａ，８０Ｂは、上述した図５に示すＲＦ receiver circuit
ry８０と同様の機能を有する。図４に示すDigital base band circuitry９０は、各ＲＦ 
receiver circuitry８０Ａ，８０Ｂから出力されたデジタル信号を、アンテナごとに合成
し、復調する。
【特許文献１】特開平８－７９１４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の受信ダイバーシチ搭載型の移動通信端末は、従来の受信ダイバーシチ
非搭載型の移動通信端末と比較して消費電力が増大する。したがって、従来の受信ダイバ
ーシチ搭載型の移動通信端末では、消費電力を低減させるために、待ち受け状態のときに
、一の受信装置のみを起動させて他の受信装置の電源を切断、すなわち、受信ダイバーシ
チを切断させることが考えられる。受信ダイバーシチを切断する方法としては、例えば、
Digital base band circuitryで信号を合成しないことや、ＲＦ receiver circuitryのＬ
ＮＡで増幅を行わないこと等が考えられる。
【０００７】
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　しかしながら、受信ダイバーシチを突然切断してしまうと、受信ＳＩＲ（Signal-to-In
terference power ratio：受信品質を示す移動通信端末の測定値）が急激に劣化してしま
うため、基地局との通信（制御信号の通信を含む）が切断されてしまう可能性がある。こ
のことを、図１を参照して、具体的に説明する。まず、図１（ａ）に示すように、移動通
信端末ＭＳと基地局ＢＳとの間で、音声・パケット通信が行われ、データや制御信号がや
りとりされている。この状態における移動通信端末ＭＳのＳＩＲは、３ｄＢである。次に
、図１（ｂ）に示すように、音声・パケット通信の終了と同時に、移動通信端末ＭＳの受
信ダイバーシチが突然切断されると、移動通信端末ＭＳのＳＩＲは、３ｄＢから－２ｄＢ
まで急激に劣化してしまう。このように急激にＳＩＲが劣化すると、図１（ｃ）に示すよ
うに、移動通信端末ＭＳでは、基地局ＢＳから送信される制御信号を受信することができ
なくなってしまう。
【０００８】
　また、従来のＷ－ＣＤＭＡシステム（ＨＳＤＰＡ非適用の場合）では、基地局からの送
信電力制御によって移動通信端末のＳＩＲやユーザスループットが一定レベルに維持され
るように制御している。したがって、移動通信端末に受信ダイバーシチを搭載してもユー
ザスループットの向上は望めない。それゆえに、消費電力を低減させるために、ＨＳＤＰ
Ａ非適用セルでは受信ダイバーシチを切断することが考えられる。ところが、この場合に
は、移動通信端末が、ＨＳＤＰＡ適用セルから非適用セルに移動（ハンドオーバ）すると
、受信ダイバーシチが突然切断されてしまうことになる。受信ダイバーシチが突然切断さ
れてしまうと、合成利得が減少し、ＳＩＲが急激に劣化してしまう。ＳＩＲが急激に劣化
すると、基地局による送信電力制御では追従することができないため、呼が切断されてし
まう。このことを、図３を参照して、具体的に説明する。まず、図３（ａ）に示すように
、移動通信端末ＭＳがＨＳＤＰＡ適用セルＣ１に在圏しているときには、受信ダイバーシ
チが動作しており、移動通信端末ＭＳのＳＩＲは３ｄＢである。この状態では、移動通信
端末ＭＳから、ＨＳＤＰＡ適用セルＣ１の基地局ＢＳ１とＨＳＤＰＡ非適用セルＣ２の基
地局ＢＳ２の双方に、移動通信端末ＭＳのＳＩＲが３ｄＢであることが通知される。次に
、図３（ｂ）に示すように、移動通信端末ＭＳが、ＨＳＤＰＡ適用セルＣ１からＨＳＤＰ
Ａ非適用セルＣ２に移動すると、受信ダイバーシチが切断される。これにより、移動通信
端末ＭＳのＳＩＲが３ｄＢから－２ｄＢに急激に劣化する。そして、移動通信端末ＭＳか
ら、ＨＳＤＰＡ非適用セルＣ２の基地局ＢＳ２に、ＳＩＲが－２ｄＢであることが通知さ
れる。移動通信端末ＭＳのＳＩＲが３ｄＢから－２ｄＢに急激に劣化したことを検知した
基地局ＢＳ２では、移動通信端末ＭＳの呼を切断する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで、本発明は、上述した課題を解決するために、受信ダイバーシチが切断されたと
きに、基地局との通信を継続させることができる移動通信端末および受信ダイバーシチ切
断方法を提供することを目的とする。
【００１０】
　本発明の移動通信端末は、複数の受信装置を有する受信ダイバーシチ機能搭載型の移動
通信端末であって、受信ダイバーシチの切断要件を満たしたか否かを判定する判定手段と
、受信装置により受信された信号の受信品質が低下するように制御する制御手段と、を備
え、上記制御手段は、判定手段によって切断要件を満たしたと判定された場合に、切断の
対象となる受信装置により受信された信号の受信品質を、一定の時間ごとに一定の値ずつ
低下させることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の受信ダイバーシチ切断方法は、複数の受信装置を有する受信ダイバーシ
チ機能搭載型の移動通信端末における受信ダイバーシチ切断方法であって、上記移動通信
端末が、受信ダイバーシチの切断要件を満たしたか否かを判定する判定ステップと、受信
装置により受信された信号の受信品質が低下するように制御する制御ステップと、を備え
、上記制御ステップは、判定ステップにおいて切断要件を満たしたと判定された場合に、
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切断の対象となる受信装置により受信された信号の受信品質を、一定の時間ごとに一定の
値ずつ低下させることを特徴とする。
【００１２】
　これらの発明によれば、受信ダイバーシチが切断されたときに、基地局との通信を継続
させることができる。
【００１３】
　本発明の移動通信端末において、上記制御手段は、受信装置に含まれる増幅器の利得を
制御し、判定手段によって切断要件を満たしたと判定された場合に、切断の対象となる受
信装置に含まれる増幅器の利得を、一定の時間ごとに一定の値ずつ減少させることが好ま
しい。また、本発明の受信ダイバーシチ切断方法において、上記制御ステップは、受信装
置に含まれる増幅器の利得を制御し、判定ステップにおいて切断要件が満たされたと判定
された場合に、切断の対象となる受信装置に含まれる増幅器の利得を、一定の時間ごとに
一定の値ずつ減少させることが好ましい。
【００１４】
　本発明の移動通信端末において、上記制御手段は、受信装置から出力された信号を合成
し、判定手段によって切断要件を満たしたと判定された場合に、切断の対象となる受信装
置から出力された信号に対して、疑似雑音の信号レベルを一定の時間ごとに一定の値ずつ
増大させながら付加することが好ましい。また、本発明の受信ダイバーシチ切断方法にお
いて、上記制御ステップは、受信装置から出力された信号を合成し、判定ステップにおい
て切断要件が満たされたと判定された場合に、切断の対象となる受信装置から出力された
信号に対して、疑似雑音の信号レベルを一定の時間ごとに一定の値ずつ増大させながら付
加することが好ましい。
【００１５】
　本発明の移動通信端末において、上記制御手段は、受信装置から出力された信号を合成
し、判定手段によって切断要件を満たしたと判定された場合に、切断の対象となる受信装
置から出力された出力信号に対して、当該出力信号の受信品質が一定の時間ごとに一定の
値ずつ低下するように、重み行列を乗算することが好ましい。また、本発明の受信ダイバ
ーシチ切断方法において、上記制御ステップは、受信装置から出力された信号を合成し、
判定ステップにおいて切断要件が満たされたと判定された場合に、切断の対象となる受信
装置から出力された出力信号に対して、当該出力信号の受信品質が一定の時間ごとに一定
の値ずつ低下するように、重み行列を乗算することが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る移動通信端末および受信ダイバーシチ切断方法によれば、受信ダイバーシ
チが切断されたときに、基地局との通信を継続させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】受信ダイバーシチを突然切断した場合の状況を説明するための図である。
【図２】ＨＳＤＰＡの概念図である。
【図３】ＨＳＤＰＡ適用セルから非適用セルへのハンドオーバを説明するための図である
。
【図４】従来の受信ダイバーシチ搭載型の移動通信端末の構成を例示する図である。
【図５】従来の受信ダイバーシチ非搭載型の移動通信端末の構成を例示する図である。
【図６】第１実施形態における移動通信端末の受信部の回路構成を例示する図である。
【図７】図６に示すDigital base band circuitryの回路構成を例示する図である。
【図８】第２実施形態におけるDigital base band circuitryの回路構成を例示する図で
ある。
【図９】第３実施形態におけるDigital base band circuitryの回路構成を例示する図で
ある。
【図１０】第１実施形態の移動通信端末におけるダイバーシチ切断処理の流れを例示する
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フローチャートである。
【図１１】第２実施形態の移動通信端末におけるダイバーシチ切断処理の流れを例示する
フローチャートである。
【図１２】第３実施形態の移動通信端末におけるダイバーシチ切断処理の流れを例示する
フローチャートである。
【符号の説明】
【００１８】
　１０・・・ＲＦ receiver circuitry、１１・・・アンテナ、１２・・・ＬＮＡ、１３
・・・Down converter、１４・・・ＡＧＣ、１５・・・Quadrature detector、１６・・
・A/D converter、２０・・・Digital base band circuitry、２１・・・De-spreader、
２２・・・Path search、２３・・・Channel estimation、２４・・・Rake combining、
２５・・・De-modulator、２６・・・De-coder、２７・・・Instantaneous SIR measurem
ent、２８・・・判定部、２９・・・利得制御部、２Ａ・・・Dummy noisegenerator、２
Ｂ・・・Weight matrix。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る移動通信端末および受信ダイバーシチ切断方法の各実施形態を図面
に基づき説明する。なお、各図において、同一要素には同一符号を付して重複する説明を
省略する。
【００２０】
　[第１実施形態]
　まず、本発明の第１実施形態について説明する。第１実施形態における移動通信端末は
、例えば、ＨＳＤＰＡによる高速無線通信機能を搭載しており、ハイレートな誤り訂正符
号や、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation；直行振幅変調）、６４ＱＡＭ等
の多値変調を用いることによって、周波数利用効率を高めて高速無線通信を実現している
。なお、移動通信端末としては、例えば、携帯電話機、簡易型携帯電話機（ＰＨＳ）、通
信機能を有する携帯型情報端末（ＰＤＡ）等が該当する。
【００２１】
　図６は、第１実施形態における移動通信端末の受信部の回路構成を例示する図である。
図６に示すように、移動通信端末の受信部は、ダイバーシチ機能を有する二つのＲＦ rec
eiver circuitry（ＲＦ受信回路）１０Ａ、１０Ｂ（受信装置）と、各ＲＦ receiver cir
cuitry１０から出力されたデジタル信号に基づいて復調処理や信号合成処理を行うDigita
l base band circuitry（デジタルベースバンド回路）２０とを有する。ＲＦ receiver c
ircuitry１０Ａは、基地局から送信されるＲＦ信号を常時受信する主受信装置として機能
し、ＲＦ receiver circuitry１０Ｂは、ダイバーシチが起動しているときにのみＲＦ信
号を受信する補助受信装置として機能する。
【００２２】
　なお、ＲＦ receiver circuitry１０は、二つである必要はなく、三つ以上であってよ
い。すなわち、複数のＲＦ receiver circuitry１０から出力された信号を合成または選
択してダイバーシチ機能を実現すればよい。
【００２３】
　ＲＦ receiver circuitry１０は、アンテナ１１と、ＬＮＡ（Low Noise Amp；低雑音増
幅器）１２と、Down converter（ダウンコンバータ）１３と、ＡＧＣ（Automatic Gain C
ontrol；自動利得制御増幅器）１４と、Quadrature detector（直交検波器）１５と、A/D
 converter（Ａ／Ｄコンバータ）１６とを有する。
【００２４】
　ＬＮＡ１２は、アンテナ１１により受信されたＲＦ信号を、ＲＦ帯域のまま増幅する。
Down converter１３は、ＬＮＡ１２により増幅された信号を、中間周波数（ベースバンド
帯域）に変換する。ＡＧＣ１４は、Down converter１３により変換された信号を線形増幅
する。Quadrature detector１５は、ＡＧＣ１４により増幅された信号に基づいて直交検
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波を行う。A/D converter１６は、Quadrature detector１５により直交検波されたアナロ
グ信号をデジタル信号に変換する。
【００２５】
　次に、図７を参照して、Digital base band circuitry２０の回路構成について説明す
る。図７に示すように、Digital base band circuitry２０は、De-spreader２１A，２１B
と、Path search２２Ａ，２２Ｂと、Channel estimation２３Ａ，２３Ｂと、Rake combin
ing２４Ａ，２４Ｂと、De-modulator２５と、De-coder２６と、Instantaneous SIR measu
rement２７と、判定部２８（判定手段）と、利得制御部２９（制御手段）とを有する。De
-spreader２１は、ＲＦ receiver circuitry１０から出力された信号を逆拡散する。Path
 search２２は、逆拡散後の信号から遅延波を検出する。Channel estimation２３は、伝
搬路を推定するためのチャネル推定値を算出する。Rake combining２４は、検出された遅
延波にチャネル推定値を乗算して、各信号を合成する。De-modulator２５は、信号を復調
する。De-coder２６は、信号の複合化を行う。Instantaneous SIR measurement２７は、
ＳＩＲを測定する。
【００２６】
　判定部２８は、受信ダイバーシチを切断するための所定の切断要件を満たしたか否かを
判定する。所定の切断要件としては、移動通信端末が受信ダイバーシチの効果を享受でき
ない状態に移行することが該当する。具体的に説明すると、例えば、移動通信端末がＨＳ
ＤＰＡ適用セルからＨＳＤＰＡ非適用セルに移動すること、移動通信端末が通信を終了し
て待ち受け状態に移行すること、または電源ＯＮにより待ち受け状態に移行すること等が
該当する。
【００２７】
　利得制御部２９は、ＲＦ receiver circuitry１０Ｂに含まれるＡＧＣ１４Ｂの利得を
制御する。具体的に説明すると、利得制御部２９は、判定部２８によって、移動通信端末
が上述した切断要件を満たしたと判定された場合に、ＡＧＣ１４Ｂの利得を、一定の時間
ごとに一定の値ずつ減少させる。より具体的には、例えば、制御部２９は、１０ｍｓｅｃ
ごとに０．３ｄＢずつ利得が減少するように制御する。これにより、ＲＦ receiver circ
uitry１０Ｂにより受信された信号の受信電力を徐々に低減させることができる。
【００２８】
　次に、図１０を参照して、第１実施形態の移動通信端末におけるダイバーシチ切断処理
の流れについて説明する。
【００２９】
　まず、移動通信端末の判定部２８は、受信ダイバーシチを切断するための所定の切断要
件を満たしたか否かを判定する（ステップＳ１１）。この判定がＮＯである場合（ステッ
プＳ１１；ＮＯ）に、判定部２８は、ステップＳ１１の処理に移行する。
【００３０】
　一方、ステップＳ１１における判定で、所定の切断要件を満たしたと判定された場合（
ステップＳ１１；ＹＥＳ）に、利得制御部２９は、切断の対象となるＲＦ receiver circ
uitry１０Ｂに含まれるＡＧＣ１４Ｂの利得を、一定の時間ごとに一定の値ずつ減少させ
る（ステップＳ１２）。
【００３１】
　ＡＧＣ１４Ｂから出力される信号のレベルが０になった後に、受信ダイバーシチを切断
する（ステップＳ１３）。
【００３２】
　なお、ステップＳ１３において受信ダイバーシチを切断するタイミングは、ＡＧＣ１４
Ｂから出力される信号のレベルが０になった後には限定されない。ＡＧＣ１４Ｂから出力
される信号のレベルが０になる以前であってもよい。受信ダイバーシチを切断する際に、
ＡＧＣ１４Ｂから出力される信号のレベルをある程度低減させておくことができれば、Ｓ
ＩＲの劣化度合を低減させることができるためである。ただし、ＡＧＣ１４Ｂから出力さ
れる信号のレベルが０になってから受信ダイバーシチを切断した方が、ＳＩＲの劣化を防
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止する効果が高くなる。また、受信ダイバーシチの切断要件を満たしてから所定時間経過
後に、受信ダイバーシチを切断することとしてもよい。
【００３３】
　以上のように、受信ダイバーシチを切断する前に、ＡＧＣ１４Ｂの利得を低減させてお
くことによって、受信ダイバーシチを切断したときに、ＳＩＲが急激に劣化してしまう事
態を防止することができる。したがって、受信ダイバーシチが切断されたときに、基地局
との通信を継続させることができる。また、受信ダイバーシチの効果が得られない状況下
では受信ダイバーシチを切断させておくことができるため、消費電力を低減させることが
できる。さらに、ＡＧＣ１４Ｂが完全に切断された後に、ＬＮＡ１２やA/D converter１
６等を切断することによって、消費電力をより低減させることができる。
【００３４】
　[第２実施形態]
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。第２実施形態における移動通信端末が
、第１実施形態における移動通信端末と異なる点は、Digital base band circuitry２０
の回路構成の一部が異なる点である。この相違点について、図８に示す第２実施形態にお
けるDigital base band circuitry２０の回路構成を参照して説明する。図８に示すよう
に、第２実施形態のDigital base band circuitry２０は、Dummy noise generator２Ａを
さらに備えている点と、第１実施形態のDigital base band circuitry２０に備えられて
いる利得制御部２９を備えていない点で、第１実施形態のDigital base band circuitry
２０と異なる。これ以外の構成要素については、第１実施形態における移動通信端末の構
成要素と同様であるため、各構成要素には同一の符合を付しその説明は省略すると共に、
以下において第１実施形態との相違点について詳述する。
【００３５】
　Dummy noisegenerator２Ａは、切断の対象となるＲＦ receiver circuitry１０Ｂから
出力される信号に対して、疑似雑音を付加する。具体的に説明すると、Dummy noisegener
ator２Ａは、Rake combining２４Ｂに擬似雑音の雑音レベルを、一定の時間ごとに一定の
値ずつ増大させながら付加する。これにより、ＲＦ receiver circuitry１０Ｂにより受
信された信号の受信品質を徐々に低下させることができる。なお、擬似雑音は、例えば、
Dummy noisegenerator２Ａでランダムなデジタル信号を発生させることによって生成する
ことができる。
【００３６】
　次に、図１１を参照して、第２実施形態の移動通信端末におけるダイバーシチ切断処理
の流れについて説明する。
【００３７】
　まず、移動通信端末の判定部２８は、受信ダイバーシチを切断するための所定の切断要
件を満たしたか否かを判定する（ステップＳ２１）。この判定がＮＯである場合（ステッ
プＳ２１；ＮＯ）に、判定部２８は、ステップＳ２１の処理に移行する。
【００３８】
　一方、ステップＳ２１における判定で、所定の切断要件を満たしたと判定された場合（
ステップＳ２１；ＹＥＳ）に、Dummy noisegenerator２Ａは、切断の対象となるＲＦ rec
eiver circuitry１０Ｂから出力された信号を処理するRake combining２４Ｂに対して、
擬似雑音の雑音レベルを一定の時間ごとに一定の値ずつ増大させながら出力する（ステッ
プＳ２２）。
【００３９】
　Rake combining２４Ｂから出力される信号のレベルが０になった後に、受信ダイバーシ
チを切断する（ステップＳ２３）。
【００４０】
　なお、ステップＳ２３において受信ダイバーシチを切断するタイミングは、Rake combi
ning２４Ｂから出力される信号のレベルが０になった後には限定されない。Rake combini
ng２４Ｂから出力される信号のレベルが０になる以前であってもよい。受信ダイバーシチ
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を切断する際に、Rake combining２４Ｂから出力される信号のレベルをある程度低減させ
ておくことができれば、ＳＩＲの劣化度合を低減させることができるためである。ただし
、Rake combining２４Ｂから出力される信号のレベルが０になってから受信ダイバーシチ
を切断した方が、ＳＩＲの劣化を防止する効果が高くなる。また、受信ダイバーシチの切
断要件を満たしてから所定時間（例えば、１００ｍｓｅｃ）経過後に、受信ダイバーシチ
を切断することとしてもよい。
【００４１】
　以上のように、受信ダイバーシチを切断する前に、Rake combining２４Ｂから出力され
る信号のレベルを低減させておくことによって、合成ゲインを減少させることができるた
め、受信ダイバーシチを切断したときに、ＳＩＲが急激に劣化してしまう事態を防止する
ことができる。したがって、受信ダイバーシチが切断されたときに、基地局との通信を継
続させることができる。また、受信ダイバーシチの効果が得られない状況下では受信ダイ
バーシチを切断させておくことができるため、消費電力を低減させることができる。
【００４２】
　また、上述したように第２実施形態における移動通信端末では、ランダムなデジタル信
号を発生させることによって、ＲＦ receiver circuitry１０Ｂにより受信された信号の
受信品質を徐々に低下させている。したがって、ＲＦreceiver circuitry１０のように端
末に後から備えられる回路を変更するのではなく、端末内に予め備えられているDigital 
base band circuitry２０を変更することができるため。本願発明の機能を容易に実装さ
せることができる。
【００４３】
　[第３実施形態]
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。第３実施形態における移動通信端末が
、第１実施形態における移動通信端末と異なる点は、Digital base band circuitry２０
の回路構成の一部が異なる点である。この相違点について、図９に示す第３実施形態にお
けるDigital base band circuitry２０の回路構成を参照して説明する。図９に示すよう
に、第３実施形態のDigital base band circuitry２０は、Weight matrix２Ｂをさらに備
えている点と、第１実施形態のDigital base band circuitry２０に備えられている利得
制御部２９を備えていない点で、第１実施形態のDigital base band circuitry２０と異
なる。これ以外の構成要素については、第１実施形態における移動通信端末の構成要素と
同様であるため、各構成要素には同一の符合を付しその説明は省略すると共に、以下にお
いて第１実施形態との相違点について詳述する。
【００４４】
　Weight matrix２Ｂは、切断の対象となるＲＦ receiver circuitry１０Ｂから出力され
た信号に対して、重み行列を乗算する。具体的に説明すると、Weight matrix２Ｂは、Rak
e combining２４Ｂから出力される信号（特に、雑音成分を除いた希望受信信号のみであ
ることが望ましい）に対して、この信号の受信品質が一定の時間ごとに一定の値ずつ低下
するように、重み行列を乗算する。重み行列としては、例えば、1ｓｅｃ後に受信レベル
が０に近づいて合成ゲインがなくなるように、１００ｍｓｅｃごとに０．３ｄＢずつ受信
品質を低下させるような行列を用いることができる。これにより、ＲＦ receiver circui
try１０Ｂにより受信された信号の受信品質を徐々に低下させることができる。
【００４５】
　次に、図１２を参照して、第３実施形態の移動通信端末におけるダイバーシチ切断処理
の流れについて説明する。
【００４６】
　まず、移動通信端末の判定部２８は、受信ダイバーシチを切断するための所定の切断要
件を満たしたか否かを判定する（ステップＳ３１）。この判定がＮＯである場合（ステッ
プＳ３１；ＮＯ）に、判定部２８は、ステップＳ３１の処理に移行する。
【００４７】
　一方、ステップＳ３１における判定で、所定の切断要件を満たしたと判定された場合（
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ステップＳ３１；ＹＥＳ）に、Weight matrix２Ｂは、切断の対象となるＲＦ receiver c
ircuitry１０Ｂから出力された信号を処理するRake combining２４Ｂから出力された信号
に対して、この信号の受信品質が一定の時間ごとに一定の値ずつ低下するように、重み行
列を乗算する（ステップＳ３２）。
【００４８】
　重み行列が乗算された信号のレベルが０になった後に、受信ダイバーシチを切断する（
ステップＳ３３）。
【００４９】
　なお、ステップＳ３３において受信ダイバーシチを切断するタイミングは、重み行列が
乗算された信号のレベルが０になった後には限定されない。重み行列が乗算された信号の
レベルが０になる以前であってもよい。受信ダイバーシチを切断する際に、重み行列が乗
算された信号のレベルをある程度低減させておくことができれば、ＳＩＲの劣化度合を低
減させることができるためである。ただし、重み行列が乗算された信号のレベルが０にな
ってから受信ダイバーシチを切断した方が、ＳＩＲの劣化を防止する効果が高くなる。ま
た、受信ダイバーシチの切断要件を満たしてから所定時間（例えば、１ｓｅｃ）経過後に
、受信ダイバーシチを切断することとしてもよい。
【００５０】
　以上のように、受信ダイバーシチを切断する前に、Rake combining２４Ｂから出力され
る信号のレベルを低減させておくことによって、合成ゲインを減少させることができるた
め、受信ダイバーシチを切断したときに、ＳＩＲが急激に劣化してしまう事態を防止する
ことができる。したがって、受信ダイバーシチが切断されたときに、基地局との通信を継
続させることができる。また、受信ダイバーシチの効果が得られない状況下では受信ダイ
バーシチを切断させておくことができるため、消費電力を低減させることができる。
【００５１】
　また、上述したように第３実施形態における移動通信端末では、重み行列を乗算するこ
とによって、ＲＦ receiver circuitry１０Ｂにより受信された信号の受信品質を徐々に
低下させている。したがって、ＲＦ receiver circuitry１０のように端末に後から備え
られる回路を変更するのではなく、端末内に予め備えられているDigital base band circ
uitry２０を変更することができるため。本願発明の機能を容易に実装させることができ
る。
【００５２】
　最後に、本発明に係る受信ダイバーシチ切断方法は、複数の受信装置を有する受信端末
の受信ダイバーシチを切断する方法であって、受信ダイバーシチを切断する場合に自動利
得制御アンプの利得を徐々に落としていくこと、受信ダイバーシチを切断する場合にベー
スバンド回路において擬似雑音を徐々に追加することで利得を徐々に落としていくこと、
受信ダイバーシチを切断する場合にベースバンド回路においてアンテナ毎に重み係数を乗
算することで利得を徐々に落としていくことを一の特徴とする。
【００５３】
　ここで、本発明に係る移動通信端末および受信ダイバーシチ切断方法では、通信終了、
もしくはＨＳＤＰＡ非対応セルへのハンドオーバが生じた際に（移動通信端末は基地局か
らの制御信号で、移行先がＨＳＤＰＡ対応セルであるか、非対応セルであるかを判断する
ことができる）、Digital base band circuitryからＡＧＣに利得を徐々に低下（例えば
、１０ｍｓｅｃごとに０．３ｄＢずつ低下）させるための制御（電源を落としていく制御
、つまり受信電力を低減させていく制御）を行う。この方法によってＳＩＲの急激な劣化
を招くことなく、受信ダイバーシチを切断させることが可能となり、基地局との通信を継
続しながら消費電力を低減することができる。さらに、ＡＧＣの電源を完全に切断した場
合には、併せてＬＮＡ、A/D converter等の電源を切断することで、さらなる消費電力の
低減が可能となる。
【００５４】
　また、図７に示すように、受信ダイバーシチ搭載型の移動通信端末は、Digital base b
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and circuitryでの信号合成を行うことで利得を得る構成となっている。擬似雑音付加機
能を持つ受信ダイバーシチ搭載型の移動通信端末のDigital base band circuitryを図８
に示す。擬似雑音とは、移動通信端末のDigital base band circuitryで意図的に作成し
たランダムデジタル信号を意味する。このような擬似雑音をRake combiningに徐々に付加
する（徐々に雑音レベルを増加する）ことで、受信ダイバーシチ切断時に片側アンテナか
らの利得を下げる（つまり合成ゲインを減らす）ことが可能となる。そして、一定時間（
例えば、１００ｍｓｅｃ）経過後に、受信ダイバーシチを切断することで、ＳＩＲの急激
な劣化を招くことなく、受信ダイバーシチを切断することができる。この構成は、上述し
たランダムなデジタル信号を発生させることによって実現可能である。したがって、ＲＦ
 receiver circuitryといった他回路に手を加えることなく、端末内のDigital base band
 circuitryのみを変更すればよいため、容易に実装が可能というメリットがある。
【００５５】
　また、ダイバーシチアンテナのRake合成後の信号に重み演算をする機能を付加したデジ
タル回路の回路図を図９に示す。Rake合成後の信号（特に希望受信信号のみ、雑音成分は
除く）に対して、徐々に重み行列を乗算することで、ダイバーシチアンテナからの受信電
力を低減させることが可能となる。この場合の重み行列は、１００ｍｓｅｃごとに、ＳＩ
Ｒの希望波信号に対して０．３ｄＢずつ低減させることとする。そして、一定時間（例え
ば、１ｓｅｃ）経過後に、希望波信号の値が０に近づき、合成利得がなくなる。このこと
から、従来のDigital base band circuitryに、重み演算をする機能を付加することで、
ＳＩＲの急激な劣化を招くことなく、受信ダイバーシチの切断が可能となる。この構成も
Digital base band circuitryのみを変更することで容易に実装が可能というメリットが
ある。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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